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新たな拠点がオープンしました！
南コミュニティセンター・サービスセンター　 ５/28 月

　南部地域の生涯学習拠点として、また市民サービスの拠
点として「南コミュニティセンター・サービスセンター」
がオープンしました。オープニングセレモニーには尾花市
長も出席し、「生涯学習、地域の交流活動、そして市民サー
ビスの拠点としての役割を担い、多くの方々に親しんでい
ただける施設にしていきたい」と話しました。１階に「日
本遺産等の展示コーナー」 、 ２階にカフェを設置し、 「和歌
の浦」をＰＲする新たな観光拠点 を目指します。

掛け声をかけ、神輿を担ぎながら巡行する人たち。

加太の町で大行進
加太春日神社「えび祭り」　　　  　　　　　　５/19 土

　加太春日神社例大祭「えび祭り」が開催されました。祭
りには大勢の方が参加し、大きなにぎわいを見せました。
神輿渡御では、宝太鼓を先頭に獅子舞や長刀振りなど 20
の演目を道中で披露し、加太の町を巡行しました。神輿の
掛け声が加太の町に響き、宝太鼓や獅子舞などの迫力ある
演目が、訪れた人々を魅了しました。

リッチモンド市で国際交流
リッチモンド市姉妹都市国際親善事業出発式  ５/12 土

　平成 30 年度カナダ・リッチモンド市姉妹都市国際親善
事業の出発式が行われ、和歌山市立中学校、義務教育学校
の 32 人の生徒がリッチモンド市へ出発しました。出発式
には尾花市長も参加し、生徒達を激励しました。生徒代表
挨拶では、カナダの自然や文化に触れ、同世代の学生との
交流を通して、今後両都市の架け橋となるよう国際親善に
努めることを誓いました。

出発前に記念撮影。５月 21 日までの 10 日間、カナダで親善を深めます。

JR 西日本和歌山支社とリノベで連携
リノベーションまちづくりに関する協定書締結式 ６/４月
　本市と西日本旅客鉄道株式会社和歌山支社（以下、JR
西日本和歌山支社）が、リノベーションまちづくりに関す
る連携協定を締結しました。JR 西日本和歌山支社は、地
域と共生して沿線のまちづくりにより積極的に関与してい
くとし、本市は今回の協定で、これからの民間主導のまち
づくりをさらに加速させていきます。本市のリノベーショ
ンによるまちづくりのノウハウを共有し、「住みたいと選
ばれる魅力があふれるまち」を目指します。

JR 西日本和歌山支社長・伊藤 義彦氏と尾花市長が協定書にサイン。

人 権 コ ラ ム

　オックスフォード大学の研究では、あと 10 年から 20 年
の間に今ある仕事の半分はなくなり、AI( 人工知能 ) に取っ
て代わられるだろうと発表されています。こうしたことを
裏付けるかのように、自分たちの身の回りでも自動レジが
増えてきています。
　私たちの生活が便利になるのはとてもいいことですが、
そこに人間が介在しない分、普段の人間関係が希薄になら
ないようにしていきたいですね。これまで以上に笑顔で挨
拶をしたり、優しく声かけをしたりすることが大切である
気がします。そのことが、本当の意味でみんなにとって暮
らしやすい社会をつくっていくのではないでしょうか。

未来を幸せに生きるために
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３歳未満のお子さん写真大募集！
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よい歯を大切に、児童らに表彰状
歯と口の健康週間に係る表彰式　　　 　　　　 ６/ ９土

　６月４日から 10 日までの歯と口の健康週間にあたり、
「歯と口の健康週間に係わる表彰式」が、伏虎義務教育学
校で行われました。今回の表彰式では、「良い歯の児童」、

「良い歯の学校」、「ポスター」、「標語」、「詩」の５部門、
計 130 人の児童と５校の学校が表彰されました。名前を
呼ばれた児童たちは、少し緊張しながらも笑顔で表彰状を
受け取っていました。

爽やかな初夏の香りのなかで
ハーブの花摘み体験　 ５/24 木

　ハーブの開花が最盛期を迎えた「西庄ふれあいの郷ハー
ブ園」で、花摘み体験が開催され約 110 人が参加。この
日は午前と午後の２回開催され、爽やかな香りに包まれな
がら、参加者はローズマリーなど３種類のハーブを摘んで
いました。親子で参加した川田千里さんは「摘み取ったお
花をドライフラワーにして飾ります」、裕次郎くんは「お
花がいっぱいとれて楽しかった」と笑顔で話してくれまし
た。

笑顔で表彰状を受け取る児童たち。

辺り一面、爽やかな香りに包まれました。「ラベンダー、たくさんとれたよ」

紀三井寺の旧地場産業振興
センター跡地にオープン

日本遺産等の展示コーナー

義足を使用している方、内部障害のあ
る方、妊娠初期の方など、障害に限ら
ず援助や配慮を必要としていることを
知らせるマークです。

ご存知ですか？障害者マーク

ヘルプマーク


